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第１章 計画の目的                     

台東区は、浅草や上野・谷中といった日本を代表する国際的な観光地を有し、多

くの観光客でにぎわいを見せており、観光バスの来訪台数も増加傾向にある。 

さらに、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定等により、

今後、台東区へ来訪する観光バスはさらなる増加が予想され、観光バスを利用した

観光客等の受け入れ環境の整備は急務となっている。 

このような背景を踏まえ、台東区全域における観光バスを迎える環境を整えるた

め、『台東区観光バス対策基本計画』を策定する。 

なお、特に浅草地域には多くの観光バスが訪れており、区では乗降場や新たな駐

車場の設置、二天門通りの誘導員の増員など様々な対応を図ってきているが、想定

を超える観光バスの来訪により、交通渋滞や路上駐車、交通事故の危険性など地域

に負担をかけているだけでなく、観光客や観光事業者にとっても、スケジュールが

立てにくいなどの影響が出ていることから、計画の策定にあたり短期の取組みは、

浅草地域における対応策を想定したものとする。 

また、観光バスの課題解決の取組みは喫緊の課題であるため、平成 28 年度に本

基本計画の策定に向けた検討時期と合わせ、浅草地域における乗降場の整備など、

早期に取組むことが出来る内容については計画策定と並行して整備を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画策定の目的 

観光バスの受け入れ環境を整え、 

区民の生活環境を守り、観光客等の満足度を高める 

台東区民会館前乗降場（東参道・二天門通り）における観光バスおよび乗降客の混雑状況 
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第２章 計画の基本理念                  

（１）台東区における観光振興の考え方 

台東区では、平成 13年３月に当時 23区内で初の観光部門の長期計画となる『台

東区観光ビジョン』を策定し、積極的な観光施策の展開を行ってきた。その後、平

成 22年３月に本区を取り巻く内外の環境変化も踏まえた『台東区新観光ビジョン』

を策定し、文化振興や産業振興と連携を図りつつ、地域が一体となって魅力ある台

東区の取組みを進めるため、台東区観光の目標とする姿を『本物に会えるまち』と

した。また、観光振興を単に観光客向けの取組みとするのではなく、区民の生活向

上にもつなげる側面も重視した取組みとして位置づけ、観光振興の理念を『観光の

持続的発展』とした。 

この『台東区新観光ビジョン』に基づく取組みにより、外国人を含む年間観光客

数は平成 26年で約 4,500万人と着実に増加したところであるが、『台東区新観光ビ

ジョン』策定より約６年が経過した現在、2020 年東京オリンピック･パラリンピッ

ク競技大会の開催決定、北陸新幹線や上野東京ラインの開業、羽田空港の国際線発

着枠の増加、上野『文化の杜』新構想の推進など、本区を取り巻く観光環境のさら

なる変化を迎えようとしている。そこで、平成 28年３月に『台東区観光振興計画』

を策定した。これまで同様、目標とする姿を『本物に会えるまち』とし、観光資源

や区民の生活環境、生活文化等を保全し、区民生活を向上させ、将来世代にも継承

していく『観光の持続的発展』を、観光振興の理念とし、観光が地域環境に与える

プラスの効果を高め、マイナスの影響に配慮し、最小限にしていくことを必要とし

ている。 

 
図 台東区観光振興計画における理念「観光の持続的発展」 
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（２）観光バス対策における基本理念 

 

○基本理念の考え方、視点の整理 

台東区は観光地であると同時に、区民の生活の場であるとの認識のもと、観光バ

ス対策を単なる交通対策として捉えるのではなく、住環境や来訪環境、観光をあわ

せて対策を講じていくことが求められている。 

基本理念の設定にあたっては、観光振興計画の理念である『観光の持続的発展』

を継承するとともに、観光バスの課題を解決していく必要がある。 

これらのことから、基本理念は、①地域住民の安全･安心な生活環境の確保、②

観光客･観光事業者の利便性及び満足度の向上、さらには③観光振興の発展といっ

た『住環境・来訪環境・観光』の３つの視点で整理することが必要となる。 

 

 

 

（現状） 

二天門通りに観光バスが集中し、乗降による歩行空間の混雑や

区内全域で発生している違法な駐車車両による道路空間の阻害

など、地域住民の安全・安心な生活環境が脅かされている。 

 

（現状） 

これまでは、十分な乗降場が確保されていないことや、駐車場

と観光の拠点が離れているため、観光客が地域内を回遊するには

限界がある。本計画では、台東区全体としての新たな回遊性が必

要である。 

 

 

（現状） 

観光バスの乗降場の混雑により観光客の安全な乗降環境が確

保されていないことや駐車場の確保が困難となっているなど、観

光客・観光事業者の利便性が十分ではない。 

 

 

住環境 

来訪環境 

観 光 

（区民のために） 

（観光客・観光事業者 

のために） 

（観光振興のために） 

 

 

 

地域住民の安全・安心な生活環境の確保 

観光客・観光事業者の利便性及び満足度の向上 

観光振興の発展 

 

【基本理念の視点】 
【視 点】 

【観光の持続的発展】 

観光資源や区民の生活環境、生活文化を保全し 

区民生活を向上させ、将来世代に継承していく 

【観光バス課題の解決】 

観光バスの一極集中を緩和し、路上駐

車の解消を図る。 

台東区観光振興計画 交通の現状 

【前提】 
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○基本理念の設定 

観光バス対策は、①地域住民の安全･安心な生活環境の確保、②観光客･観光事業

者の利便性及び満足度の向上、さらには③観光の持続的発展といった『住環境・来

訪環境・観光』の３つの視点により対策を図っていくため、『台東区で生活する区

民』と『台東区を訪れる観光客と観光事業者』の双方の安全・安心な環境を整え、

それぞれの安全性・利便性・満足度を高め、結果として観光振興に繋げていくこと

を目指し、『観光バス※と共生できる環境整備』を計画の基本理念とする。 

※ 基本理念上の「観光バス」は物として表現するのではなく、観光客を含め擬人化した表現とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

“観光バス”と共生できる環境整備 

～おもてなしの心を持って～ 

 

【基本理念】 

【基本理念の視点】 

【前提】 

台東区観光振興計画 交通の現状 

 

住環境 

（区民のために） 

来訪環境 

（観光客・観光事業者のために） 

観 光 

（観光振興のために） 

【観光の持続的発展】 【観光バス課題の解決】 

・観光資源や区民の生活環境を保全し区民生活を向上させる。 

・これに加え、来訪する観光客・観光事業者と区民の双方が、安全・安心な環境で、 

安全性・利便性・満足度を高めながら観光振興に繋げていくことを目指していく。 
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第３章 計画の基本方針                  

基本理念の住環境、来訪環境、観光の３つの視点を踏まえ、基本方針を設定する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標を実現するための取組みイメージ】  

① 来訪需要に対応する乗降場の整備や駐車場の確保による交通環境や生活

環境の改善を図る。 

② 交通規制や車両誘導等により観光バスをコントロールし、沿道環境の改

善を図る。 

住環境 （区民のために） 

【基本方針１】 

交通負荷の軽減による安全安心な生活環境の実現 

～おもてなしを育む～ 

（目標）  
・二天門通りへの観光バスの集中緩和により、地域の安全を確保

する。 
・観光バスの乗降場整備により、歩道上の安全を確保する。 
・違法な駐車や迷惑な停車を抑制する対策により、安全な交通環

境や生活環境を確保する。 

（現状） 
観光バスが集中し、乗車・降車により、歩行空間での混雑が発

生している。また、区内全域で発生している観光バスの違法な路
上駐車による交通の阻害や排気ガスによる環境の悪化など、地域
住民の安全・安心な生活環境が脅かされている。 

 

 

観光バスが集中 

乗車降車による歩行空間の混雑 

⇒安全・安心な生活環境が阻害されている 

 
 

乗車場 

降車場 

乗降場、駐車場確保、交通規制等による 

沿道環境・生活環境の改善 

課題 
 

対策後のイメージ 

 

車両、人の集中 

乗車降車場の集中 
安全・安心の確保 
 

  

改善 
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来訪環境 
 

（観光客・観光事業者のために） 

 

【基本方針２】 

安全・安心・安定した観光バス来訪環境の実現 

～おもてなしで迎える～ 

 

【目標を実現するための取組みイメージ】  

① 乗車場や駐車場等の事前予約により観光バスをコントロールすること

で、安定した旅行行程の提供を行い来訪環境の向上を図る。 

② 観光バス利用者の滞留場所や休憩施設を備えた乗降場を整備し、乗降環

境や駐車場の確保による観光バスの待機環境の充実を図る。 

③ ICT技術の活用など交通・観光情報の提供による利便性の向上を図る。 

（目標） 

・予約した時間で乗車・降車及び駐車できることにより、安定し

た観光事業の提供を行う。 

・安全で安心な乗車・降車の環境を確保することにより、来訪者

が、安心して観光できる環境の実現を図る。 

 

（現状）  
観光バスの乗降場の混雑により観光客の安全な乗降環境が確

保されていないことや、観光バスが確実に停められる駐車場が確
保されていないなど、観光客・観光事業者の安全性や利便性が十
分ではない。 

 

 

課題 対策後のイメージ 

   

満車 

 

確実に停められる駐車場が確保されてい

ない、安全な乗降場が少ない 

⇒安心して来訪することが出来ない 

 

事前予約による駐車場、乗車場の確保 

安定・確実な旅行行程の実現 

行程変更、路上駐車等 

予約によりＯＫ 

 

改善 
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観 光 
 

（観光振興のために） 

 

【基本方針３】 

新たな魅力創出の実現 

～おもてなしを広げる～ 

 

【目標を実現するための取組みイメージ】  

① 回遊性の向上や滞在時間延長に向けた取り組みや、観光施策との連携に

よる新たな魅力の発信を図る。 

② 舟運や鉄道など他の交通機関との連携や、他自治体の観光施策や施設と

の連携による新たな魅力の創出を図る。 

（目標）  

・台東区全域の回遊性の広がりや、観光地の更なる活性化を図 

る。 

・安全、安心の乗降環境確保や新たな対策により、台東区観光の

新たな魅力を広げる。 

 

 

（現状）  

これまでは、十分な乗降場が確保されていないことで、観光バ
ス利用者の回遊性が広がらないことや、駐車場と観光の拠点が離
れているため観光客が地域内を回遊するには限界がある。本計画
では、台東区全体としての新たな観光振興につながる取組みを検
討する必要がある。 

 

課題 対策後のイメージ 

 
観光施策との連携、他の交通機関との連携 

他自治体の観光施策や施設との連携 

駐車場と観光の拠点が離れているため、駐

車場等の対策のみでは観光客の回遊性を

広げることに限界 

台東区全体としての新たな観光振興につ

ながる取組みを検討する必要 

 

改善 

 

下谷・根岸

谷中

上野
浅草

浅草橋

連携による魅力創出 
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第４章 観光バス対策の基本的な考え方                  

（１）基本的な考え方 

観光バス対策としては、観光バスの行動に対応したハード（施設）整備と、それ

を効果的に運用していくためのソフト（運用や規制）施策が必要となる。整備にあ

たっては、ハード整備･ソフト施策のどれか１つを実施すれば、全ての問題が解消

するわけではなく、一体のものとして取組んでいくことが重要である。 

ハード整備としては、まずは集中する交通負荷の軽減や、迷惑な場所での乗車降

車を無くし、安全安心な道路環境を確保するための乗降場の確保（＝対応１『乗降』）、

また、迷惑な駐停車等を無くすことや、安定した来訪環境実現のための駐車場の確

保（＝対応２『駐車』）を行う。なお、乗降場と駐車場を効率的に運用する予約コ

ントロール（＝対応３『運用』）といった工夫や、ルールの徹底化のための規制（＝

対応４『規制』）、そして関係者との連携による取組み（＝対応５『連携』）といっ

たソフト施策の５つの対応をセットで実施することで効果を上げていく。 

 

 

 

ハ
ー
ド
整
備 

ソ
フ
ト
施
策 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

対応４『規制』 

対応１『乗降』 対応２『駐車』 

対応３『運用』 

対応５『連携』 

【基本方針】 

対応１～５の内容については p.13～20参照 
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住環境 （区民のために） 

対応１『乗降』 安全・快適な乗降環境の確保  

 

対応２『駐車』 安全・快適な観光バス駐車環境の確保 
 

対応３『運用』 効率的な運用等のための観光バスコントロールシステムの構築 

 

対応４『規制』 台東区ルールを浸透させるための規制 

対応５『連携』 関係者の連携による取組み 

 

５つの対応 

① 乗車場と降車場を分散化することにより、交通負荷の軽減を図る。 

② 迷惑な乗車降車を減らし、観光バス利用者と歩行者や自転車利用者（以下「歩行

者等」という）との交錯が無いよう安全安心な環境を確保する。 

③ 乗車待ちの観光バス利用者が歩道を占拠し、歩行者等の通行の妨げとならないよ

う待合所を整備する。 

① 警察や公安委員会、国土交通省などの関係機関との連携により、安全で安心な交

通環境を実現する。 

① 必要な台数の駐車場を確保することにより、観光バスの違法な駐車を無くし安全

安心な道路環境を確保する。 

② 観光バスを駐車場に誘導しエンジンをストップすることにより、区民の生活環境

を保全する。 

① 乗車場と駐車場を予約制とすることにより、観光バスの来訪時間の分散化を図り

交通負荷の軽減を図る。 

② 駐車場をあらかじめ予約することにより、観光バスの違法な駐車を減らす。 

① 道路交通法との連携を視野に入れた条例を制定することにより、観光バスの迷惑

な駐停車等を減らす。 

② 乗車場や降車場を整備することにより、観光バス利用者と歩行者等との交錯を無

くし、区民の安全な生活環境を実現する。 

【基本方針１】 

交通負荷の軽減による安全安心な生活環境の実現～おもてなしを育む～ 

【取り組みイメージ】  

① 来訪需要に対応する乗降場の整備や駐車場の確保による交通環境や生活

環境の改善を図る。 

② 交通規制や車両誘導等により観光バスをコントロールし、沿道環境の改善

を図る。 
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来訪環境 
 

（観光客・観光事業者のために） 

 

対応１『乗降』 安全・快適な乗降環境の確保  

 

対応２『駐車』 安全・快適な観光バス駐車環境の確保 

対応３『運用』 効率的な運用等のための観光バスコントロールシステムの構築 

 

対応４『規制』 台東区ルールを浸透させるための規制 

対応５『連携』 関係者の連携による取組み 

５つの対応 

① 乗車場と降車場を整備することにより、来訪するバスや観光バス利用者が時間通

りに乗降できることで、観光時間を有効に利用できる。 

② 乗降場を整備する際は、観光バス利用者と歩行者等との交錯が無いよう安全で安

心な環境を確保し、安定した観光の行程を組むことができる。 

① バス協会や観光事業者などとの連携により、安全・安心・安定した来訪環境を実

現する。 

① 必要な台数の駐車場を確保することにより、来訪するバスが確実に駐車できる環

境の実現を図る。 

② 駐車場を整備する際は運転手控室を設け、運転手のその後の運転にも配慮する。 

① 乗車場と駐車場を予約制とすることにより、観光バスや観光バス利用者の予定が

立ちやすく安定した観光行程を確保できる。 

② 駐車場の事前予約が可能となり、駐車場の心配がなく安心して来訪できる。 

① 安全な乗車場と降車場の整備を条例で定めることで、観光バス利用者と歩行者等

との交錯が無い安全で安心な環境を整備し、安定した観光行程を確保できる。 

【基本方針２】 

安全・安心・安定した観光バス来訪環境の実現～おもてなしで迎える～ 

【取り組みイメージ】  

① 乗車場や駐車場等の事前予約により観光バスをコントロールすることで、

安定した旅行行程の提供を行い来訪環境の向上を図る。 

② 観光バス利用者の滞留場所や休憩施設を備えた乗降場を整備し、乗降環境

や駐車場の確保による観光バスの待機環境の充実を図る。 

③ ICT技術の活用など交通・観光情報の提供による利便性の向上を図る。 
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観 光 

 
（観光振興のために） 

 

対応１『乗降』 安全・快適な乗降環境の確保  

 

対応２『駐車』 安全・快適な観光バス駐車環境の確保 
 

対応３『運用』 効率的な運用等のための観光バスコントロールシステムの構築 

 

対応４『規制』 台東区ルールを浸透させるための規制 

対応５『連携』 関係者の連携による取組み 

 

５つの対応 

① 乗車場と降車場の整備により、来訪バスや観光バス利用者が確実に乗降できるこ

とで、滞在時間を有効に利用できる。 

② 乗車場と降車場を分散化することにより回遊性が向上し、観光振興の促進及び新

たな魅力の創出を図る。 

① 地域や関係者が一体となった創意工夫により、観光地としての魅力の創出を図

る。 

① 必要な台数の駐車場を確保することにより、来訪するバスが確実に駐車できるこ

とで、来訪者の滞在時間延長につながり、観光振興や新たな魅力の創出を図る。 

② 駐車場を新設する場合は、新たな回遊性を視野に入れ乗車場や降車場と併用でき

るよう配慮する。 

① 乗車場と駐車場を予約制とすることで、観光バスや観光バス利用者の予定が立ち

やすいことから安定した観光行程を確保できる。 

① 指定した乗車場と駐車場の遵守の徹底を図ることで『台東区ルール』の浸透を図

り、観光地としての魅力を高める。 

【基本方針３】 

新たな魅力創出の実現 ～おもてなしを広げる～ 

 

【取り組みイメージ】  

① 回遊性の向上や滞在時間延長に向けた取組みや観光施策との連携による

新たな魅力の発信を図る。 

② 舟運や鉄道など他の交通機関との連携や他自治体の観光施策や施設との

連携による新たな魅力の創出を図る。 
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（２）計画期間 

本計画では、ハード整備･ソフト整備の両面で取組むこととするが、ハード整備

については、用地確保や施設整備に時間を要するため、現在ある施設を有効に活用

し事業を進め、今後、増加すると予想される観光バスの台数を精査した上で新たな

施設整備を検討する。また、それに伴う運用の見直しを段階的に取組んでいく。 

計画の期間は、平成 28年度から平成 37年度までの 10年間とし、計画期間を短

期、中期、長期に分け、段階的に取組むこととする。短期は、喫緊の課題である浅

草地域において重点的に対策を進める。中期は、台東区全域を対象に対策に取組み、

長期は、時点修正を行い新たな検証・見直し・整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度の１年間 

既存施設を活用し、浅草地域において重点的に対策を進める 

 

短期 

中期 

長期 

平成 29～32年度の４年間 

平成 32年東京オリンピック・パラリンピックを見据え、台東 

区全域を対象に対策を進める 

平成 33～37年度の５年間 

時点修正を行い新たな検証・見直し・整備を実施する 

○既存施設の活用による検討･運用・コントロール 

○一部新たな施設の検討･整備 

○計画の検証･見直し･運用 

○新たな施策の検討･整備 

○検証・見直し 

住環境 

（区民のために） 

来訪環境 

（観光客・観光事業者のために） 

観 光 

（観光振興のために） 

【基本方針 １】 

交通負荷の軽減に 
よる安全安心な生活

環境の実現 
～おもてなしを育む～ 

【基本方針 ３】 

新たな 
魅力創出の実現 

 
～おもてなしを広げる～ 

【基本方針 ２】 

安全・安心・安定 
した観光バス来訪 

環境の実現 
～おもてなしで迎える～ 

平成 28年度から平成 37 年度までの 10年間の取組みの実施 

 

計画は、短期的には喫緊の課題に取組み、当初５年間で目標の達成を目指すが、

オリンピック・パラリンピックによりその後の状況が当初予定していないこと

も想定できるため、予め 10 年間の計画として進める。 
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第５章 観光バス対策における対応の考え方                  

 
 

＜対応の内容＞ 

○乗車場、降車場整備について 

・歩道上で観光バスに乗降する利用者と、歩行者や自転車利用者の交錯による事

故を未然に防ぐため、動線を分ける必要があることから、乗車場、降車場は原

則路外で整備する。 

・路外で乗車場、降車場を整備できない場合は、観光バス利用者と歩行者等が分

離できるようスペースを確保するとともに、誘導員を配置し、円滑なバスの停

車や観光バス利用者の誘導など安全・安心な乗降環境を確保する。また観光バ

ス利用者が乗降時に、通過交通の支障とならないようスペースを十分に確保す

るよう整備する。 

・降車に比べ乗車は時間を要するため、乗車・降車が混在することによる非効率

なバスの発着状況の解消を図る。また、観光客の回遊性を高めるため、乗車場、

降車場は分離して設置する。 

・乗車場には、歩道上で乗車待ちのバス利用者が歩行者や自転車の走行を妨げな

いようバス利用者のための待機場所を確保する。 

■乗降場整備の対策手法 

対策手法 

① 既設乗降場の拡充 

・台東区民会館前（「二天門乗車場」に変更）:バスベイ設置 

・浅草 EKIMISE 前（「東武浅草駅乗車場」に変更）:路面標示

＆台数増加 

② 新設整備 (路上･路外) ・新たな降車場を設置（言問通り、国際通り、雷門通り他） 

③ 既設駐車場併用 ・台東区民会館駐車場の一部を乗降場として利用 

④ 新設駐車場併用 ・新たに整備する駐車場の一部を乗降場として利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降車専用として効率的に車両発着 

対応１『乗降』 安全・快適な乗降環境の確保  

 

改善 

現状 

改善 

待合～乗車～発車に時間を要する乗車と、時間の短い降車の混在による非効率な状況 
乗車 乗車 乗車 降車 降車 

混雑 なかなか 
進まない 

図 乗車場、降車場の分離による効率的なバス発着の実現 

＜目指す姿＞ 

乗降を分離することによる効率化 
乗車専用として効率的に車両発着 
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図 他の車の走行空間が十分に確保されるよう整備 

 

Tour 観光

Kaminarimon-dori St.

Ａ

Tour 観光

Kototoi-dori Ave.

Ｃ

Tour 観光

Kokusai-dori Ave.

Ｂ

Tour 観光

Tobu-Asakusa Sta.

２

Tour 観光

Nitenmon

１
降車

乗車

乗車
降車

降車

回遊

 

図 乗車場、降車場が分散することによる回遊性の向上 

改善 

現状 

バスベイの設置により 

道路空間の阻害を回避 

停車のバス車両が道路空間

の１車線分を占領するため

通過交通を阻害 

改善 

改善 
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＜３段階の計画期間としての対応＞ 

 

平成 28年度の１年間 

既存施設を活用し、浅草地域において重点的に対策を進める 

 

短期 

中期 

長期 

平成 29～32 年度の４年間 

平成 32年東京オリンピック・パラリンピックを見据えた、 

新たな施設の検討・整備 

平成 33～37 年度の５年間 

検証・見直し 

・原則は路外で対応するものであるが、路外の確保が困難なため当面路上

対応を進める。 

・平成 29年１月までに以下を整備完了 

降車場：雷門通り１バース、国際通り２バース 

言問通り１バース（計４バース） 

乗車場：二天門３バース、 

東武浅草駅２バース（計５バース） 

・上記以外の確保を順次検討、整備を進める。 

・路外確保に向けて検討 

・短期取組みの実施状況を踏まえ、新たな乗車場や降車場の増設について

検討し、必要に応じ整備を行う。 

・路外乗降場の整備に向けて検討を進める。 

・台東区全域、特に上野地域における乗降の状況を踏まえ、新たな乗降場

の整備検討を行う。 

 

・2020 年(平成 32 年)の東京オリンピック・パラリンピック開催後に計画

の検証を行い、改善事項を整理の上、取り組んでいく。 

達成目標 

・乗車場と降車場を分散化することで区民の安全な生活環境の確保 

・乗車場と降車場を整備することで快適な乗降環境の確保 

・乗車場と降車場を分散化することで回遊性が向上し新たな魅力を創出 
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＜対応の内容＞ 

○駐車場の確保について 

・面積が 23区で一番小さく区内に大規模な敷地が少ない台東区においては、現在

ある 57台分の観光バス駐車スペースを活用し運営していく。 

・実態調査に基づく将来の需要予測を踏まえ、新たな駐車場の確保(他施設駐車ス

ペースとの連携や新たな駐車場の整備など)を進めるが、予約システム等必要な

運用を行った後、望ましい駐車台数を再検討し必要台数の確保を目指す。 

 

■駐車場の確保に対する対策手法 

対策手法 

○既 設 

駐車場利用 
・既設の区設置駐車場は継続使用 

○他施設 

駐車場利用 

・他機関設置済駐車場の余裕スペースの活用 

・民間地の活用検討、啓発 

○新 設 

駐車場整備 

・区有地に設置検討(自走式) 

・区外国有地、公有地等を活用した検討(自走式) 

 

 

 

 

対応２『駐車』 安全・快適な観光バス駐車環境の確保 

 

浅草文化観光センター清川駐車場 
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＜３段階の計画期間としての対応＞ 

 

 平成 28年度の１年間 

現在ある施設を活用し、浅草地域において重点的に対策を進める 

 

短期 

中期 

長期 

平成 29～32 年度の４年間 

平成 32 年東京オリンピック・パラリンピックを見据えた、 

新たな施設の検討・整備 

平成 33～37 年度の５年間 

検証・見直し 

・駐車容量確保のための既存施設活用、新規整備検討。 

・既存駐車場：57台（今戸駐車場 23台、台東区民会館駐車場 12台） 

清川駐車場 18台(H32まで利用)、蔵前待機場４台 (当面利用) 

・民間の観光バス駐車場 白髭橋９台他 

・新規駐車場 について検討を進める。 

・周辺地域との連携：舟運、パーク&ライド施策の連携等により他地

域の駐車場の活用検討。 

・短期取組みの実施状況を踏まえ、中期前半で駐車施設の考え方を

(仮称)観光バス駐車場整備基本構想としてまとめ、その内容に沿

って新たな施設の検討を行う。 

◎新規駐車場の可能性 

→区有地を活用した（整備）検討。 

→民間駐車場整備の情報収集。 

◎関連事業との連携 

→舟運、パーク&ライド施策の連携等により流入バスの抑制策と

の連携。 

 

・2020 年(平成 32 年)の東京オリンピック・パラリンピック開催後

に計画の検証を行い、改善事項を整理し、改善に取組む。 

達成目標 

・観光バスの違法な駐車を無くし安全安心な道路環境の確保 

・来訪するバスが確実に駐車できる環境の確保 

・観光バスの確実な駐車場の確保による来訪者の滞在時間の延長 
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＜対応の内容＞ 

○観光バス予約システムについて 

・原則駐車だけでなく、降車･乗車についても予約を取ることを前提とし、台東区

に訪れる観光バスを対象にシステムを構築する。 

・システム開発は、平成 28年度当初から着手し、平成 29年初旬より運用開始を

図る。 

○運用について 

・システム導入時は、混乱が予想されるため事前周知と運用開始時の体制の強化

が必要である。そのため、予約システム導入当初の２ヵ月程度は運用人員の増

員等による体制の強化を図り、「台東区ルール」を浸透させ、徐々に運用人員を

減らし、平成 31年度を目途に最終の運用体制に移行する。 

 

＜３段階の計画期間としての対応＞ 

 

対応３『運用』 効率的な運用等のための観光バスコントロールシステムの構築 

 

平成 28 年度の１年間 

予約システムの構築 

 

短期 

中期 

長期 

平成 29～32年度の４年間 

平成 32年東京オリンピック・パラリンピックを見据えた、 

観光バス予約システムの継続 

平成 33～37年度の５年間 

検証・見直し 

・浅草地域に整備する乗降場と既存駐車場による観光バスコントロー

ル開始と運用の改善を行う。 

・観光バス予約システム：平成 29 年２月より運用開始。 

・短期における取組みの実施状況を踏まえ、新たな施設の検討・

整備を行う。 

・乗降場と既存駐車場による観光バスコントロールの確立。 

・2020 年(平成 32年)の東京オリンピック・パラリンピック開催後

に計画の検証を行い、改善事項を整理し、改善に取組む。 

達成目標 

・乗車場と駐車場を予約制とすることで観光バスの来訪時間の分散化を図り

区民の安全な生活環境の確保 

・来訪する観光バスが時間通りの行程を組み安定した観光を実現 
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＜対応の内容＞ 

○「台東区ルール」を浸透させるための条例の制定 

・観光バスの迷惑な駐停車等を防止することで、道路交通の適正化を図り、もっと

快適な交通環境や生活環境を実現することを目的とした台東区観光バス対策条

例を制定する。 

○条例、台東区の観光バス対策ルールの内外への周知、浸透化 

・台東区観光バス対策条例の内容、そして台東区における観光バス対策のルールに

ついて、地域内外に周知、来訪者への浸透化を図り、円滑な運用を図る。 

・ルール周知、浸透化のための看板の設置、周知活動を実施する。 

 

＜３段階の計画期間としての対応＞ 

 

対応４『規制』 台東区ルールを浸透させるための規制 

平成 28年度の１年間 

条例の制定、指導・啓発開始 

 

短期 

中期 

長期 

平成 29～32年度の４年間 

平成 32 年東京オリンピック・パラリンピックを見据えた、 

指導・啓発の継続 

 

平成 33～37年度の５年間 

検証・見直し 

・対応１～３を機能させ交通整序化を促す条例の制定。 

・重点区域 ：迷惑な駐停車等防止、整序化を図る地区設定。 

・乗車降車 ： 乗車、降車場指定、予約運用。 

・監視員・誘導員：指導啓発監視員、安全誘導員の配置。 

・対応１～３を機能させ交通整序化を促す。 

・条例、台東区ルールの浸透化。 

・条例の運用による実施、規制強化。 

・2020年(平成 32年)の東京オリンピック・パラリンピック開催後

に計画の検証を行い、改善事項を整理の上、改善に取組む。 

 

達成目標 

・観光バスの迷惑な駐停車等を無くし安全安心な道路環境の確保 

・乗降場や駐車場のルールの遵守により、秩序が保たれた観光地としての魅

力の実現 
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＜対応の内容＞ 

○地域や関係者の連携 

・地域住民、関係者と一体となった取組みを行う。 

○取組みの工夫 

・待合所の設置、現地の案内板の設置、事前周知などの工夫による、円滑な台東区

ルールの遵守や円滑な利用、安全性の確保等を図る。 

○警察や公安委員会など関係機関との連携 

 

＜３段階の計画期間としての対応＞ 

 

 

対応５『連携』 関係者の連携による取組み 

 

平成 28年度の１年間 

関係者連携の開始 

 

短期 

中期 

長期 

平成 29～32年度の４年間 

平成 32 年東京オリンピック・パラリンピックを見据えた、 

関係者連携の継続 

平成 33～37年度の５年間 

検証・見直し 

対応１～４を円滑に機能させるため各連携の取組みを実施する。 

・施設整備：関係者と乗降場、駐車場の整備の連携。 

・乗車待合所：地域住民と乗車利用者の待合・休憩所の設置の連携。 

・交通規制 ：警察や関係行政機関と交通誘導の強化の連携。 

・事前周知 ：観光バス事業者や関係業界への事前周知・案内の連携。 

対応１～４を円滑に機能させるため取組み内容の点検をする。 

・観光事業者や観光バスなどへのヒアリングの実施。 

・警察や道路管理者と定期的に検証を行う。 

・地域住民のヒアリングの実施。  

・2020年(平成 32年)の東京オリンピック・パラリンピック開催後に

計画の検証を行い、改善事項を整理の上、取り組んでいく。 

達成目標 

・関係機関との連携により、安全で安心な環境の実現 

・関係者との連携により安全・安心・安定した来訪環境を実現 

・地域や関係者が一体となって観光地の魅力を創出 
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第６章 事業計画                      

５つの対応について、実施内容および短期、中期、長期のスケジュールを示す。 

 

      東京五輪      

  H28 
2016 

H29 
2017 

H30 
2018 

H31 
2019 

H32 
2020 

H33 
2021 

H34 
2022 

H35 
2023 

H36 
2024 

H37 
2025 

対応１ 
『乗降』 
安全・快適

な乗降環境

の確保 

①降車場整備 

路上３箇所 

          

②乗車場整備 

路上２箇所 

          

③降車場整備 

（拡充） 

          

④乗車場整備 

（拡充） 

          

⑤路外乗降場

の整備 

          

⑥待合所整備 
          

対応２ 
『駐車』 
安全・快適

な観光バス

駐車環境の

確保 

 

①既存駐車場 

の利用 

          

②他施設駐車

場の利用 

          

③新規駐車場

の整備 

          

対応３ 
『運用』 
効率的な運

用等のため

の観光バス

コントロー

ルシステム

の構築 

①システムの 

構築 

          

②システムの 

改良 

          

③システムの

運用 

          

対応４ 
『規制』 
台東区ルー

ルを浸透さ

せるための

規制  

①観光ﾊﾞｽ 

対策条例制定 

          

②台東区ﾙｰﾙ

の周知 

          

③条例に基づ

く指導・啓発 

          

対応５ 
『連携』 
関係者の連

携による取

組み 

①連携の構築 
          

②連携の強化 

          

短期 中期 長期 
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長期的には原則路外での乗車場、降車場の設置を目指すが、短期、中期的には路上

での乗車場、降車場を設置し、安全・快適な乗降環境を確保していく。 

 

      東京五輪      

  H28 
2016 

H29 
2017 

H30 
2018 

H31 
2019 

H32 
2020 

H33 
2021 

H34 
2022 

H35 
2023 

H36 
2024 

H37 
2025 

対応１ 
『乗降』 
安全・快適な

乗降環境の

確保 

①降車場整備 

路上３箇所 

          

②乗車場整備 

路上２箇所 

          

③降車場整備 

（拡充） 

          

④乗車場整備 

（拡充） 

          

⑤路外乗降場

の整備 

          

⑥待合所整備 
          

国際通り
降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

浅草地域観光バス乗降場 整備内容

言問通り降車場

国
際
通
り

：乗車場

：降車場

２バース

１バース

２バース

１バース

３バース

：駐車場
蔵前駐車場

4台

区民会館
12台

清川駐車場
18台

今戸駐車場
23台

東武浅草駅
乗車場

設置個所、バース数は検討中

 

対応１『乗降』 安全・快適な乗降環境の確保  

 

短期 中期 長期 
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①降車場整備路上３箇所 

＜言問通り 降車場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0ｍ 

3.08ｍ 

言問通り 

降車場イメージ図 

国際通り
降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

浅草地域観光バス乗降場 整備検討（案）

言問通り降車場

国
際
通
り

：乗車場

：降車場

２バース

１バース

２バース

１バース

３バース

：駐車場
蔵前駐車場

4台

区民会館
12台

清川駐車場
18台

今戸駐車場
23台

東武浅草駅
乗車場

設置個所、バース数は検討中

浅草地区浅草寺の北側に位置する言問

通りにおいて降車場１バースを設置する。 

N 

言問通りの降車場および誘導員 

観光バスによる停車 観光客の降車 
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＜国際通り 降車場＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際通り
降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

浅草地域観光バス乗降場 整備検討（案）

言問通り降車場

国
際
通
り

：乗車場

：降車場

２バース

１バース

２バース

１バース

３バース

：駐車場
蔵前駐車場

4台

区民会館
12台

清川駐車場
18台

今戸駐車場
23台

東武浅草駅
乗車場

設置個所、バース数は検討中

浅草地区浅草寺の西側に位置する国際

通りにおいて降車場２バースを設置する。 

26.0ｍ 

国際通り 

3.08ｍ 

降車場イメージ図 N 

国際通りの降車場および誘導員 

降車場の案内 降車場の誘導員 
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＜雷門通り 降車場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.0ｍ 

3.08ｍ 

雷門通り 

降車場イメージ図 

国際通り
降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

浅草地域観光バス乗降場 整備検討（案）

言問通り降車場

国
際
通
り

：乗車場

：降車場

２バース

１バース

２バース

１バース

３バース

：駐車場
蔵前駐車場

4台

区民会館
12台

清川駐車場
18台

今戸駐車場
23台

東武浅草駅
乗車場

設置個所、バース数は検討中

浅草地区浅草寺の南側に位置する雷門通り

において降車場１バースを設置する。 
N 

雷門通りの降車場および誘導員 

降車場の案内 観光バスの停車 



- 26 - 

②乗車場整備路上２箇所 

＜東武浅草駅 乗車場＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国際通り
降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

浅草地域観光バス乗降場 整備検討（案）

言問通り降車場

国
際
通
り

：乗車場

：降車場

２バース

１バース

２バース

１バース

３バース

：駐車場
蔵前駐車場

4台

区民会館
12台

清川駐車場
18台

今戸駐車場
23台

東武浅草駅
乗車場

設置個所、バース数は検討中

浅草地区浅草寺の東側に位置する江戸通り(東武

浅草駅前)において乗車場２バースを設置する。 

江戸通りの乗車場および誘導員 

観光バスの停車及び観光客の乗車 観光客の待合 

29.5ｍ 

江戸通り 

3.08ｍ 

乗車場イメージ図 
N 
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＜二天門通り 乗車場＞ 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

国際通り
降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

浅草地域観光バス乗降場 整備検討（案）

言問通り降車場

国
際
通
り

：乗車場

：降車場

２バース

１バース

２バース

１バース

３バース

：駐車場
蔵前駐車場

4台

区民会館
12台

清川駐車場
18台

今戸駐車場
23台

東武浅草駅
乗車場

設置個所、バース数は検討中

13.0ｍ 

二天門通り 
13.0ｍ 13.0ｍ 

3.08ｍ 
バスベイ型で整備 

乗車場イメージ図 

浅草地区浅草寺の東側に位置する二天門通りに

おいて乗車場３バースを設置する。なお、片側

１車線道路のため、通過交通を阻害しないよう

バスベイ型とする。 
N 

観光客の待合 

二天門通りの乗車場 

誘導員による案内 
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③降車場整備（拡充） 

短期（平成 28年度）の利用状況を踏まえ、必要に応じて拡充していく。 

 

④乗車場整備（拡充） 

短期（平成 28年度）の利用状況を踏まえ、必要に応じて拡充していく。 

 

⑤路外乗降場の整備 

将来的には乗降の対応については路外で実施することが望ましいため、路外乗降

場の敷地確保に努め、路外駐車場の整備に努める。 

 

 

250m 500m 750m0m N

浅草地区

500m圏域

国際通り降車場

雷門通り降車場

二天門乗車場

東武浅草駅乗車場

言問通り降車場

 

浅草地区からの 500m 圏域と乗車場・降車場整備状況 
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＜参考事例 他地域における路外乗降スペース＞ 

 

１．京橋二丁目３地区内（中央区京橋二丁目３番地） 

    開発事業に併せて、事業地内に観光バス２台分の乗降スペースを整備。 

    区道中京第 540号沿い 

    管理・運営は開発事業が行う。（平成 28年 11月 19日より供用開始） 

 

２．ＧＩＮＺＡ ＳＩＸ 観光バス乗降所（中央区銀座六丁目 10番地先） 

    銀座六丁目 10地区第一種市街地再開発事業の地域貢献として、開発事業に併せて、 

  観光バス乗降所を整備。 

  （計画概要） 

    ○供用開始    平成 29 年４月下旬（予定） 

    ○台数        予約バース３台、臨時対応バース１台 

    ○管理運営   銀座六丁目再開発ビル管理組合 

    ○利用時間    9：00～21：00（予定） 

    ○利用方法    インターネット予約システム、完全登録予約制（予定） 

  

【www.j-front-retailing.com/_data/news/20161026-1.pdf】   

３．月島地区観光バス乗降所（中央区月島一丁目３番先、新月陸橋下） 

    月島地区における観光バスの路上駐車の抑制を図り、円滑な交通に資するため、観光バス 

  の乗降所を整備する。 

    月島地区（もんじゃ街）には、修学旅行・一般団体旅行者の観光バスが多い日で、一日 

   30台以上が乗降している。 

    ○台数         ２台分 

    ○完成予定     平成 29年３月 

    ○運営管理     未定 
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⑥待合所整備 

乗車待ちの観光バス利用者が、歩道上に滞留することによる歩行者の通行障害の

回避を目的として、乗車場近隣に待合所を整備する。 

 

 現状（浅草保健相談センター1 階） 整備待合所 

 

整備 

 

待合所イメージ 
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      東京五輪      

  H28 
2016 

H29 
2017 

H30 
2018 

H31 
2019 

H32 
2020 

H33 
2021 

H34 
2022 

H35 
2023 

H36 
2024 

H37 
2025 

対応２ 
『駐車』 
安全・快適

な観光バス

駐車環境の

確保 

 

①既存駐車場 

の利用 

          

②他施設駐車

場の利用 

          

③新規駐車場

の整備 

          

 

①既存駐車場の活用 

区が設置している以下の既存駐車場の利用を促進していく。また民間事業者による

駐車場や、区外における駐車場の情報も含め、情報発信を行い、既存駐車場が十分に

利用されるようにしていく。 

表 浅草地区における区が設置する駐車場の整備状況（平成 28年４月現在） 

 名 称 台数 所在地 

駐
車
場 

P1 台東区民会館駐車場 
12台 

(H≦3.3m のみ) 
台東区花川戸２-６-５ 

P2 浅草文化観光センター今戸駐車場 23台 台東区今戸２-26-13 

P3 浅草文化観光センター清川駐車場 18台 台東区清川２-24-26 

P4 台東区蔵前臨時観光バス待機場 ４台 台東区蔵前２-１-８ 

計 57台  

なお、観光バス用の区営駐車場（浅草文化観光センター今戸駐車場・浅草文化観

光センター清川駐車場）と二天門乗車場で、他の駐車場の満空状況がわかる工夫を

しているほか、インターネット上（都内駐車場案内サイト「s-park」）でも確認で

きる。 

（参考） 駐車場における満空状況の表示 

切替の目安 空（70%未満） 混（70%以上） 満（90%以上） 

台東区民会館駐車場（12台） 
所在地：台東区花川戸２丁目６番５号 

８台未満 ８台以上 10台以上 

浅草文化観光センター 
今戸駐車場（23台） 

所在地：台東区今戸２丁目 26番 13号 
16台未満 16台以上 21台以上 

浅草文化観光センター 
清川駐車場（18台） 

所在地：台東区清川２丁目 24番 26号 
12台未満 12台以上 16台以上 

対応２『駐車』 安全・快適な観光バス駐車環境の確保 

 

短期 中期 長期 
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②他施設駐車場の利用 

他機関設置済み駐車場の余裕スペースや、民間事業者による駐車場整備に関する啓

発活動も進めていく。 

＜区内民間バス駐車場＞ 

１．タイムズ白鬚橋バスプール（東京都台東区清川２丁目 25）（収容台数９台） 

営業時間 07:00-22:00 (夜間留め置き可) 

車両制限 長さ 9.9m , 幅 2.5m 

 

【タイムズ 24 株式会社ホームページ】 

 

＜近隣区民間バス駐車場＞ 

１．タイムズ晴海４丁目バスプール（東京都中央区晴海４－６）（収容台数 11台） 

営業時間 24時間 

車両制限 長さ 9.9m , 幅 2.5m 

 

【タイムズ 24 株式会社ホームページ】 

 

③新規駐車場の整備 

区内の新規駐車場の整備については、短期取組みの実施状況を踏まえ、(仮称)観光

バス駐車場整備基本構想で駐車施設の考え方をまとめ、その内容に沿って新たな施設

の検討を行う。 
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      東京五輪      

  H28 
2016 

H29 
2017 

H30 
2018 

H31 
2019 

H32 
2020 

H33 
2021 

H34 
2022 

H35 
2023 

H36 
2024 

H37 
2025 

対応３ 
『運用』 
効率的な運

用等のため

の観光バス

コントロー

ルシステム

の構築 

①システムの 

構築 

          

②システムの 

改良 

          

③システムの

運用 

          

 

観光バス予約システムの概要 

○導入の狙い 

観光バス予約システムを導入し、乗車場と駐車場の予約により観光バスをコントロ

ールすることで、観光バスの来訪時間の分散化を図り交通負荷の軽減を図り、安全か

つ快適な交通環境の構築を目指す。また、観光バスの駐車場の空き状況を把握しやす

くすることで、スムーズな駐車・乗車を可能にし、安定した旅行行程を組むことがで

きるようになる。 

 

○予約システムの概要 

観光バスの駐車・乗車施設利用を全て事前予約制(インターネット等)とし、限られ

た駐車、乗車、降車の各施設を効率的に運用し、来訪する観光バスをコントロールす

る。 

✓降車､駐車､乗車で予約をさせ、効率的な施設利用を誘導 

✓路外乗降場が確保できるとより効果的な運用が可能 

✓交通負荷の軽減による地域貢献(観光バス流入抑制) 

○短期で取組む実施内容 

予約時間 

午前９時から午後６時の利用 

利用日の３ヶ月前から予約が可能。 

平成 29年２月１日午前９時の利用分から 

対象駐車場 

台東区民会館駐車場 

浅草文化観光センター今戸駐車場 

浅草文化観光センター清川駐車場 

乗車場 
二天門乗車場（東参道・二天門通り） 

東武浅草駅乗車場（江戸通り） 

協力団体 東京都・警視庁・国土交通省（関東運輸局・東京国道事務所） 

 

 

対応３『運用』 効率的な運用等のための観光バスコントロールシステムの構築 

 

短期 中期 長期 
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①システムの構築 

観光バスの施設利用を全て事前予約制とし、来訪台数及び時間をコントロールす

る駐車場および乗車場予約のためのシステムを構築し運用を開始する。 

 

＜台東区ホームページ＞ ＜予約システムトップ画面＞ 

台東区ＨＰより予約システムの 

トップ画面へリンク。 

ログイン・利用会員登録へのリンクと

利用方法・注意事項を記載。 

 
＜利用会員登録画面＞ ＜空き情報確認画面＞ 

ログイン後、利用日、乗車希望時間と希望 

駐車時間を選択。 

※予約は利用希望日の３ヶ月前から７日前

まで可能です。 

規約への同意、各種会員情報の入力。 

（担当者・企業情報、メールアドレス等） 

※会員登録が完了すると本メールアドレス

宛てに初回ログインパスワードが記載され

たメールが自動送信されます。 
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②システムの改良 

駐車場および乗車場予約のためのシステムについて、利用状況、システムの運用

状況を確認の上、必要に応じて円滑な実施のための改良を行う。 

 

 

③システムの運用 

平成 29年２月より運用開始するが、運用後も改良を継続していく。 

 

＜当日予約内容入力画面＞ ＜仮予約完了画面＞ 

当日予約内容の入力。（ツアー名、バス運行

会社、担当者名等） 

当日ご利用いただく駐車場、乗車場および利用

料金等の表示。確認の上、予約手続き完了。 

※この時点ではまだ予約は確定していません。 

＜請求書（見本）＞ ＜予約証出力（見本）＞ 

請求書に基づき、支払期日までに指定口座へ

利用料金を支払。 

※支払をもって予約が確定し、入金確認後、

予約証が出力できるようになります。 

予約証をＡ４サイズで出力の上、ご利用日

当日にバスフロントへ掲示して下さい。 
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      東京五輪      

  H28 
2016 

H29 
2017 

H30 
2018 

H31 
2019 

H32 
2020 

H33 
2021 

H34 
2022 

H35 
2023 

H36 
2024 

H37 
2025 

対応４ 
『規制』 
台東区ルー

ルを浸透さ

せるための

規制  

 

①観光ﾊﾞｽ 

対策条例制定 

          

②台東区ﾙｰﾙ

の周知 

          

③条例に基づ

く指導・啓発 

          

 

①観光バス対策条例制定 （東京都台東区観光バスに関する条例（案）骨子） 

 

１、目 的 

本条例は、『観光バスと共生できる環境整備』を基本理念と定め、『交通負荷

の軽減による安全・安心な生活環境』や『安全・安心・安定した観光バス来訪

環境』を実現するため、安全安心な乗降環境を整備し、併せて観光バスの迷惑

な駐停車等の防止を図ることを目的とする。 

 

２、責 務 

 (1)区長の責務 

迷惑な駐停車等の防止を図る施策の策定・実施及び意識啓発を行う。 

 (2)観光バス事業者の責務 

観光バス駐車場を事前に確保することにより迷惑な駐停車等の防止に努め

るとともに、区民の日常生活及び一般の交通に配慮する。 

 (3)観光旅行者等の責務 

区が行う迷惑な駐停車等の防止に関する区の施策に協力する。 

 

３、重点区域 

 (1)指 定 

迷惑な駐停車等が多く区民の生活等に支障をきたしている地域を指定する

ことができる。 

 (2)措 置  

① 迷惑な駐停車等を行っている者に指導を行うことができる。 

② 周辺の駐車場や重点区域の情報の提供を行う。 

③ その他迷惑な駐停車等を防止するための措置を講じることができる。 

 

対応４『規制』 台東区ルールを浸透させるための規制 

短期 中期 長期 
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４、観光バスの乗車場及び降車場 

 (1)指 定 

重点区域内において、交通の安全と円滑を図るためスペースを指定すること

ができる。 

 (2)利用方法 

① 観光バス事業者は、観光バス乗降場において人の乗降が完了した後は、

速やかに観光バスを移動させなければならない。 

② 観光バス乗車場の利用に関しては規則で定める。 

 

５、監視員 

 (1)配 置 

重点区域内に監視員を置くことができる。 

(2)責 務  

① 重点区域内を巡回し、迷惑な駐停車等を行っている者等に指導を行う

ことができる。 

② 指導等を行った場合、観光バスの写真、観光バス事業者の名称、観光

バスの車両番号等を記録することができる。 

 

６、誘導員 

 (1)配 置 

観光バス乗降者と歩行者や自転車が交錯しないよう安全に誘導を行うため、

観光バスの乗車場、降車場に誘導員を置くことができる 

 (2)責 務 

① 観光バス乗降場の周辺において、迷惑な駐停車等を行っている者等に

指導を行うことができる。 

② 指導等を行った場合、観光バスの写真、観光バス事業者の名称、観光

バスの車両番号等を記録することができる。 

    

７、勧告等 

 (1)勧 告 

監視員又は誘導員の指導に従わない場合、従うよう勧告を行うことができ

る。 

 (2)報 告 

勧告したにも関わらず従わない場合、最寄りの警察署長等に報告すること

ができる。 

 

８、協力要請 

   重点区域を定めたときは、関係行政機関に対し必要な施策を、他の地域に

先駆け講ずるよう要請することができる。 
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②台東区ルールの周知 

観光バス事業者へのチラシの配布、関係団体を通じた周知、パトロールや声掛け、

指導といった取組みにより、台東区ルールの周知を進める。 

 

 

周知用チラシ 
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③条例に基づく指導・啓発 

条例制定後は、条例に基づき監視員を配置し、指導・啓発を進める。条例に基づ

く指導・啓発のイメージを次頁に示す。 

周知用チラシ 

関係者によるパトロール、指導 
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（参考）観光バス違法駐車への対応イメージ 

 

 
監視員又は誘導員が、道路交通法に違反して駐車している観光バスを発見（客待ち

をしている観光バスは運転手が乗車していても道路交通法上「駐車」扱いとなる） 

① 監視員又は誘導員

は、条例 16条に基

づき指導 

② 指導を行った場合

車両番号等を記録 

③ 区長は、観光バス

事業者が①の指導

に従わない場合、

指導に従うよう勧

告 

※①の指導に従わな

い場合で特に他の

交通に危険を生じ

させ又は他の交通

の妨害をしている

観光バスを把握し

たときは、条例第 17

条第３項に基づき

速やかに警察官に

引き継ぐ 

区長が勧告したにも関わらず、監視員又は誘導員が再度道路交通法に違反して駐車

している事実を発見 

④ 監視員又は誘導員

から連絡を受けた

台東区職員は、条

例 17条第２項に基

づき最寄りの警察

署に駐車違反の事

実を報告 

報告 

⑤ 区長はあらかじめ

条例第 18条に基づ

き公安委員会に対

し、道路交通法第

108 条の 34 条によ

り道路交通法の違

反の事実を国土交

通省の各運輸局に

通報するよう要請 

要請 

⑥ 警察官は、道路

交通法の違反

の事実を確認

した場合、取り

締まりを実施 

⑦ 公安委員会は、

道路交通法の

違反の事実を

道路交通法第

108 条の 34 条

により国土交

通省の各運輸

局に通知 

通報 

⑧ 国土交通省の

各運輸局は、

通報の事実に

基づき道路運

送法による指

導の実施 

凡 例 

台東区観光バスに関する

条例 

道路交通法 

道路運送法 
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      東京五輪      

  H28 
2016 

H29 
2017 

H30 
2018 

H31 
2019 

H32 
2020 

H33 
2021 

H34 
2022 

H35 
2023 

H36 
2024 

H37 
2025 

対応５ 
『連携』 
関係者の連

携による取

組み 

①連携の構築 
          

②連携の強化 

          

 

① 連携の構築 

乗降場や駐車場の整備、交通規制や事前周知など様々な項目において、関係機関

や関係者の理解と協力が必要となる。そのために、観光バス対策協議会準備会を平

成 27年８月に立ち上げ、平成 28年４月より正式に「台東区観光バス対策協議会」

を発足し協議を進め対策を講じている。 

対応５『連携』 関係者の連携による取組み 

 

短期 中期 長期 

台東区観光バス対策協議会メンバー（平成 29年３月現在） 

  会 長  学識経験者 

  副会長  台東区議会 交通対策・地区整備特別委員会委員長 

  委 員  台東区議会 交通対策・地区整備特別委員会副委員長 

  委 員  国土交通省関東地方整備局東京国道事務所交通対策課長 

  委 員  国土交通省関東運輸局観光部観光企画課課長補佐 

  委 員  国土交通省関東運輸局東京運輸支局 首席運輸企画官 

  委 員  東京都都市整備局都市基盤部交通計画調整担当課長 

  委 員  東京都建設局第六建設事務所管理課長 

  委 員  警視庁交通部交通規制課規制第二係長 

  委 員  警視庁交通部駐車対策課駐車第一係長 

  委 員  警視庁浅草警察署交通課長 

  委 員  公益社団法人 日本バス協会業務部長 

  委 員  一般社団法人 東京バス協会安全・環境部長 

  委 員  一般社団法人 日本旅行業協会国内・訪日旅行推進部副部長 

  委 員  一般社団法人 全国旅行業協会経営調査部長 

  委 員  一般社団法人アジアインバウンド観光振興会常務理事 

  委 員  雷門地区町会連合会会長 

  委 員  協同組合 浅草商店連合会理事長 

  委 員  浅草観光連盟会長 

  委 員  台東区浅草小学校 PTA 顧問 

  委 員  台東区都市づくり部長 

  委 員  台東区土木担当部長 
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②連携の強化 

「台東区観光バス対策協議会」の連携を図り、様々な角度から対策に取組む。た

とえば、東京都や国土交通省による舟運の施策、その他公共交通機関の利用促進施

策、観光バス対策施策とも連携し、台東区の観光バス来訪環境の改善に取り組んで

いく。今後、対策の内容が台東区全体に移行していくため、協議会の委員について

は適宜変更を行う。 

（参考）関東運輸局の舟運実証実験の概要 

 

（１）実施準備  

ルート案に基づき、舟運会社との調整を行うとともに、PR用のパンフレット等を作成し、旅

行事業者やランドオペレータへの周知や実証実験への参加を呼び掛ける。対象とする旅行客は、

訪日外国人旅行者を中心に、国内旅行者についても一部対象として検討する。  

（２）実証実験の実施  

上記の実証実験計画に基づき、実証実験を実施する。 

【実証実験の概要】  

○ 実施期間：大量の団体訪日外国人旅行者が見込まれる春節 

（平成29年１月27日（金）～２月５日（日））の10日間  

○ 参加者数：定期航路（１日20便程度）を活用し、約500人程度の利用を想定。 

（貸切バスの削減台数は、10～12台程度）  

○ 参加料金：今回の実証実験は、舟運の活用による浅草地区の混雑解消がなされるかを基本と

考え、参加者を広く募集することを考慮して、バス駐車場料金は無料、舟運は料金補助で実

施する。 

【貸切バスにおける路上混雑緩和実証事業（舟運を活用した緩和策）第１回検討会 平成 28 年９月 29 日資料】 
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駐車場情報の発信（s-park） 
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第７章 推進体制およびＰＤＣＡの取組み          

（１）推進体制 

計画の推進にあたっては、ハード・ソフトの整備に関する検討を庁内組織にて進め

るとともに、国･東京都･交通管理者・道路管理者･バス協会･議会･地元など、広く関

係者から構成する『台東区観光バス対策協議会』を設置する。 

 

 

（２）ＰＤＣＡの取組み 

本計画は、計画の策定（Plan）、施策・事業の実施（Do）、進行管理・評価（Check）、

見直し・改善（Action）を繰り返す PDCAサイクルの考え方により推進していく。 

 

 

台東区観光バス対策協議会、庁内検討組織において台東区観光バス対策基本計画

を協議・検討し、台東区が台東区観光バス対策基本計画を策定・改定を行う。 

 

目標を達成するために設定した施策・事業を、計画に沿って実施する。なお、本

計画の目標達成に効果的につながるよう、各関係者が連携しながら推進する。 

 

目標を達成するために設定した施策・事業が計画に沿って実施されているか、ま

た、目標が達成されているかについて、適宜進行管理・評価を実施する。目標につ

いては、毎年、設定した目標達成状況を確認する。 

 

事業の実施状況や目標の達成状況、さらには社会環境の変化などを踏まえ、取組

みの見直しや改善を図る。 

 

連携 
庁内検討組織 

ハード･ソフトの整備に関する検討 

台東区観光バス対策協議会 

基本計画を運用するためのルールの検討 

 Plan（計画） 

 Do（実施） 

 Action（改善） 

 Check（評価） 
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図 台東区観光バス対策基本計画の進行管理イメージ 

 

評価スケジュールは、５年後の平成 32 年度を見据え実施し、段階的に内容の評

価を行い、必要に応じ事業の見直し等を行う。なお、中間年においても把握できる

指標を作成し中間達成状況を確認し、取組みの効果や課題を検証する。 

 

＜計画の期間＞ 

  

 

 

 

＜評価、見直しの進め方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の評価、見直しのスケジュール 

台東区観光バス対策 

基本計画の策定・改定 

 Plan（計画） 

施策・各種事業 

メニューの実施 

 Do（実施） 

取組内容の見直し・改善 

 Action（改善） 

進行管理・評価 

 Check（評価） 

基本計画策定 

・基本理念 

・基本方針 

・事業計画 

第１サイクル 

評
価
改
善 

第３サイクル 

５年間 完
了 

評
価
改
善 

必要に応じて 

見直し 

長期：5 年  

H33～H37 年度 

短期：１年 
H28 年度 

   

  Plan     Do   

  Action     Check   

H32 東京オリンピック
パラリンピック 

見直し後の 

取り組み 

中期：4年 
H29～H32 年度 

２年間 

第２サイクル 
前 期    後 期 

評
価
改
善 

   

  Plan     Do   

  Action     Check   

   

  Plan     Do   

  Action     Check   

２年間 

浅草地域 

対策実施 
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参考資料１ 浅草地域の観光バスの現状と将来予測                  

（１）既設観光バス関連施設の現状 

平成 28 年４月現在、浅草地域には、区が設置する乗降場が２ヶ所、駐車場が４

ヶ所存在する。（この他、民間による駐車場あり） 

表 浅草地域における区が設置する乗降場と駐車場の整備状況（平成 28年４月現在） 

 名 称 台数 所在地 

乗
降
場 

R1 
台東区民会館前 
※H28 年以降「二天門乗車場」に名称変更 

３台 
東参道･二天門通り 

台東区花川戸１-14-15先 

R2 
浅草 EKIMISE(浅草松屋)前 

※H28 年以降「東武浅草駅乗車場」に名称変更 
１台 

江戸通り(国道６号) 

台東区花川戸１-４-６先 

計 ４台  

駐
車
場 

P1 台東区民会館駐車場 
12台 

(H≦3.3m のみ) 
台東区花川戸２-６-５ 

P2 浅草文化観光センター今戸駐車場 23台 台東区今戸２-26-13 

P3 浅草文化観光センター清川駐車場 18台 台東区清川２-24-26 

P4 台東区蔵前臨時観光バス待機場 ４台 台東区蔵前２-１-８ 

計 57台  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蔵前橋通り 

蔵前１ 

西浅草３ 

東京スカイツリータウン 

浅草寺 

隅
田
川 

言問橋 

白髭橋 

吾妻橋 

駒形橋 

厩橋 

蔵前橋 

P4 

P1 

P2 

P3 

R1 

H 
浅草ビューホテル 

東参道 

馬道 

人権プラザ前 

隅田公園 

ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞ 

ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

隅田公園 

明治通り 

二天門前 

吾妻橋 

雷門１ 

吉
野
通
り 

三ノ輪２ 

R2 
浅草松屋 

(東武浅草駅) 

交番前 

地方橋 

白髭橋西詰 

〒 
蔵前郵便局 

N 

 
図 駐車場と乗降場の位置図（平成 28年４月現在） 

台東区民会館前 

浅草 EKIMISE(浅草松屋)前 

台東区民会館駐車場 

浅草文化観光センター今戸駐車場 

浅草文化観光センター清川駐車場 

台東区蔵前臨時観光バス待機場 
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（２）観光バス対策の経緯 

○駐車場の確保 

区設置駐車場については、昭和 44 年より設置を開始し、その後順次設置箇所及び

駐車台数の拡大に努め、平成 26 年６月に東京都下水道局蔵前ポンプ所敷地内にも待

機場を確保し、現在 57台分を確保している。また、平成 24年７月～平成 25年 10月

まで、民間による観光バス駐車場 17台分が設置されていた時期もあった。 

表 区設置観光バス駐車場等の駐車台数の推移 

 区民 

会館 
今戸 清川 蔵前 民間 計 備 考 

S44.11 12     12 台東区民会館駐車場開設 

S60. 4 12 21    33 今戸駐車場開設 

H20.12 12 31    43 今戸駐車場 10台分拡張 

H22.12 12 31 18   61 清川駐車場開設（平成 27年度までの暫定施設） 

H24. 7 12 31 18  17 78 民間駐車場営業開始 

H25.11 12 23 18   53 今戸駐車場８台分縮小、民間駐車場廃業 

H26. 4 (10)※ 23 18   51 隅田公園臨時駐車場開設(台東区民会館大規模改修開始) 

H26. 6 (10)※ 23 18 4  55 蔵前臨時待機場開設 

H27. 4 12 23 18 4  57 
隅田公園臨時駐車場閉鎖(台東区民会館大規模改修終了) 

清川駐車場（平成 32年度まで暫定延長） 

※台東区民会館大規模改修のため隅田公園臨時駐車場を設置 

 

 

 

 

 

浅草文化観光センター今戸駐車場 

台東区民会館駐車場 

浅草文化観光センター清川駐車場 
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○乗降場の確保 

名称 備考 

台東区民会館前 平成 14年３月設置 東参道・二天門通り 

浅草 EKIMISE(浅草松屋)前 平成 24年４月設置 江戸通り 

 

  

 

○安全対策等の取組み 

駐車場や乗降場の確保とあわせ、以下の安全対策等の取組みを実施している。 

・東参道・二天門通り誘導員（２名）配置（平成 14年３月） 
⇒５名に増員（平成 28 年５月） 

・橋場通りに駐車禁止看板設置（平成 22年 12月） 
・駐車場現地における満空表示及びインターネット上で利用情報を提供 

（平成 23 年１月） 

・東参道・二天門通りに歩道を設置（平成 26年３月） 
・バス協会、旅行会社あて路上駐車禁止の通知（随時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台東区民会館前（東参道・二天門通り） 浅草 EKIMISE(浅草松屋)前（江戸通り） 

東参道・二天門通り誘導員（江戸通りから入口交差点部） 駐車場満空表示、駐停車禁止看板 
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○その他観光バスに対する対策の検討経緯 

現在実施している対策以外に、以下の対策の検討が進められた経緯がある。 

・東参道・二天門 
通りの一方通行化 

⇒ 地域で検討したが実現に至っていない。 

・乗降場の充実  ⇒ 乗降場の分散化として江戸通り、言問通り、国際通り、
雷門通り、並木通りでの乗降場の整備について検討を行
い、江戸通りの浅草松屋前に乗降場を設置した。 

・駐車場の充実  ⇒ 大規模な公有地や民間地など適地を探しているが活用
に至っていない。 

 

 

（３）観光バス降車･乗車･待機の実態（台東区観光バス駐車対策調査報告書・H27.3より） 

浅草地域への観光バス来訪台数(降車)は、平日 261台・休日 207台となっている。 

降車のピークは、平日･休日ともに９時台でそれぞれ 53 台及び 40 台、一方、乗

車のピークは、平日は 15時台で 28台、休日は 17時台で 15台となっている。 

観光バス乗降場が設置されている『東参道･二天門通り』での乗降が多く、調査

全域に対して降車が平日 57.9％･休日 57.0％、乗車が平日 69.4％･休日 62.4％であ

る。 

なお、来訪する観光バスの種別は、平日･休日ともに｢大型バス｣が 80％以上を占

め、『小型バス』『マイクロバス』は６％程度であった。 

 

   台東区民会館前乗降場（東参道・二天門通り）における観光バスの混雑状況 
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（４）区営駐車場の利用実態（台東区観光バス駐車対策調査報告書・H27.3より） 

区営の観光バス駐車場容量 57台に対し、利用台数は、平日 211 台(回転率 3.8)・

休日 215 台(回転率 3.9)、平均駐車時間は、平日 76.7 分・休日 87.3 分で、120 分

までの利用が約８割を占めている。 

蔵前臨時待機場を除き各駐車場とも、９～14 時は概ね 75％程度の駐車状況にあ

り、ピーク時はほぼ満車に近い状況であった。 

現在整備されている駐車場容量と待機需要(駐車場利用＋路上待機)の関係を整

理すると、休日は昼前後の 140分間で連続して駐車場容量を超える待機需要があっ

た。 

0
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40
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60

70

8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00

路上待機

駐車場利用

降車台数

駐車場容量

【休日】台

駐車場容量:55台

台

駐車場容量:55台

12:50

66台(利用53+路上13)

 
図 駐車場需要と待機需要の関係（休日のケース）（H26駐車場利用実態より） 

 

 

140 分間連続(11:40～14:00) 
駐車容量を超える待機需要発生 

現駐車場容量：57台 

観光バスの路上待機状況(台東リバーサイドスポーツセンター周辺) 

台／時 
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（５）浅草地区を来訪する観光バスの将来予測 

（台東区観光バス駐車対策調査報告書・H27.3より） 

Ｈ26年度報告書によると、観光客の増加傾向、オリンピック効果を加味すると下

図のような観光バス需要の増加が予測され、平成 25年時点に比べ平成 32年時点の

来訪観光バス台数は 58.4％増となる見込みである。（平成 25 年時点平均 174 台/日

に対し平成 32年平均 275台/日） 

駐車時間一律 120分とし施設需要量を試算すると、降車場７台・駐車場 104台・

乗車場 13 台の施設が必要であることに対し、現状は乗降場が４台分、駐車場が 57

台分となっている。 
 

+12.9%

+17.0%

+36.6%

+58.4%

90%

100%

110%

120%

130%

140%

150%

160%
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71台

(約10台/年)

増加率対前年比76.8%

※H52で増加率収束

(+20.5%)

ave+2.3%/年

 

図 観光バスの将来予測 

 <基準交通量> 

最大:188台 

平均:174台 

最小:156台 

台東区民会館前乗降場（東参道・二天門通り）における観光バス、観光客の混雑状況 
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参考資料２ 都内観光バス駐車場リスト                  

都内観光バス駐車場のリストを以下に示す。 

表 都内観光バス駐車場リスト（その１） 

駐車場名 所在地 収容台数 営業時間・料金等 備考

浅草文化観光センター清
川駐車場
（観光バス専用）

台東区清川２丁目２４番２
６号

１８台

営業時間：8：00～20：00
年中無休
料金：30分　400円　20：00～8：00　1泊
1,600円

イベント等で使用で
きない場合あり

浅草文化観光センター今
戸駐車場
（観光バス優先）

台東区今戸２丁目２６番１
３号

２３台

営業時間：8：00～20：00
年中無休
料金：30分　400円　20：00～8：00　　1泊
1,600円

イベント等で使用で
きない場合あり

台東区民会館駐車場 台東区花川戸２丁目６番 １２台
営業時間：8：00～22：00
年中無休
料金：30分　400円

イベント等で使用で
きない場合あり

上野恩賜公園駐車場
（第二）

台東区上野公園１７ ２４台
営業時間：9：00～21：30
料金：60分　1,000円　以後30分500円

夜間駐車は、事前に
連絡

サンライズパーキング国
際通り

台東区浅草２丁目２９番１
５号

-

営業時間：平日9：00～21：00
土・日祝　8：00～21：00
料金：30分　小型　5.5～7m未満
平日　1,200円　　土日祝　1,800円
中型　7～9ｍ未満　　　平日　1,600円
土日祝　2,700円　　　　大型　9～12m未
満　　 平日　2,400円　　土日祝　4,500円
利用方法：要予約　専用用紙にてFAX

‐

サンライズパーキング観
音裏

台東区浅草２丁目１２番２
号

-

営業時間：平日9：00～21：00
土・日祝　8：00～21：00
料金：30分　　　　小型　5.5～7m未満
平日　1,200円　　土日祝　1,800円
中型　7～9ｍ未満　　　平日　1,600円
土日祝　2,700円　　　　大型　9～12m未
満　　 平日　2,400円　　土日祝　4,500円
利用方法：要予約　専用用紙にてFAX

‐

雷５６５６会館駐車場　１
階観光バス駐車場

台東区浅草３丁目６番１号 ５台

営業時間：9：00～18：00
料金：最初の60分　1,080円　以後30分
600円
※夜間駐車（18：00～翌日　9：00）
5,400円

‐

台東区蔵前臨時観光バ
ス待機場

台東区蔵前２丁目１番８号 ４台

営業時間：10：00～16：00年中無休
料金：1回　500円
利用方法：要予約
電話：03-5246-1378

‐

タイムズ白髭橋バスプー
ル

台東区清川２丁目２５ ９台

営業時間：7：00～22：00年中無休
車両制限：長さ9.9m　　幅　2.5m
料金：00：00-24：00 30分　800円
20：00-08：00 最大料金5000円

‐

丸ノ内鍛冶橋駐車場
千代田区丸の内３丁目８
番２号

17台

料金：<大型車>最初の１時間 2,800円
以降30分　 　 1,400円夜間最大料金Ａ
7,000円(19：00～翌7：00)<大型車新設料
金>昼間最大料金　　9,800円 (8：00 ～
18：00)夜間最大料金Ｂ　9,800円 (16：00
～翌8：00)
精算方法：現金（10円,50円,100円,500円,
千円札,二千円札,五千円札,一万円札）・
プリペイドカード利用可

大型車ご利用の場
合、事前予約が必要

北の丸公園駐車場第３ 千代田区北の丸公園１ 20台

営業時間：入庫可能時間（08：30～18：
30）出庫可能時間（08：30～22：00）定休
日：　12/30～1/
料金：全日 08：30～22：00 最初の180分
まで 180分 1000円、以降 60分 200円
精算方法：　千円札使用可能

‐

靖国神社駐車場
千代田区九段北２丁目１
－１

23台
営業時間：8：00　～　22：00
料金：1,200円/1時間 以後30分毎に600
円

さくら・みたま祭時期
駐車不可

楠公駐車場 千代田区皇居外苑１ー１ 70台

営業時間：8：30～16：30
料金：1,000円/1回
予約方法：予約不要
電話：03-3231-5509

皇居見学時以外は
使用不可

国会駐車場
千代田区永田町１丁目８
－３

47台
営業時間：8：00～17：00
料金：無料

国会見学時以外は
使用不可  
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表 都内観光バス駐車場リスト（その２） 

駐車場名 所在地 収容台数 営業時間・料金等 備考

市場橋駐車場（観光バ
ス）

中央区築地４丁目１５番２
号

９台

営業時間： 10：00～15：00
料金：1時間　2,000円、延長30分毎に
1,000円
利用方法：原則 事前Web予約
中央区観光協会
電話：03-6228-7907
定休日：お盆休　8/14～16　、　1/1～4

‐

築地本願寺駐車場
中央区築地３丁目１５番１
号

４台

営業時間：24時間
利用方法：事前予約
電話：03-3541-1138
料金：1時間1,500円、延長30分毎に750
円　　　　1泊　10,000円

法要がある場合には
駐車不可

晴海客船ターミナル駐車
場

中央区晴海５丁目７番１号 15台

営業時間：6：30　～　23：00
料金：1日1台　1,000円
利用方法：空き状況により、当日利用も
可能（要電話確認）。
電話：03-3536-8651
Fax：03-3536-8653

‐

タイムズ晴海４丁目バス
プール

中央区晴海４－６ 11台
営業時間：24時間
料金：0：00～24：00　　60分　2,000円
（20：00～8：00　　夜間最大　7,500円）

‐

浜離宮 中央区浜離宮庭園１ー１ ６台
営業時間：9：00～17：00
料金：無料
電話：03-3541-0200

庭園利用時以外は
使用不可

東京タワー駐車場 港区芝公園４丁目２番８号 80台

営業時間：9：00　～　23：00
料金：60分　1,800円　　以後30分　900円
1泊　11.000円（19：00～9：00）
利用方法：事前予約（土日祝の日中は予
約不可）
電話：03-3433-5121

‐

東京プリンスホテル駐車
場（C・D）

港区芝公園３ー３ー１ ８台

営業時間：8：00　～　22：00
料金：30分　750円　　以後30分　900円
利用方法：FAX予約（専用申込用紙によ
る）
電話：03-3432-1131
FAX：03-3434-5551

‐

六本木ヒルズバス駐車
場

港区六本木６丁目１０番１
号

３台

営業時間：9：00　～　21：00
料金：1回　3,000円
利用方法：FAX予約（前日の17：00まで）
電話：03-6404-6771
FAX：03-6406-6536

‐

エプソン 品川アクアスタ
ジアム

港区高輪４ー１０ー３０ ６台

営業時間：営業日で異なる
料金：800円/30分（土休日のみ有料）
予約方法：要予約
電話：03-5421-1112

施設利用者に限る

都庁大型車駐車場
新宿区西新宿２丁目５地
先

８台

料金：最初の1時間800円以後 30分600
円（8：30～20：00及び23：00～翌7：00）
最初の30分1,800円以後 30分900円（7：
00～8：30及び20：00～23：00）
※入出庫取扱時間7：00～23：00

‐

絵画館駐車場 新宿区霞ヶ丘町１番１号 -

営業時間：3月～11月　5：30　～　21：00
12月～2月　7：00　～　21：00
料金：マイクロバス　1日1回　6,690円
1泊　17時～翌8時　6,690円　　　　大型
バス　　　1日1回　10,800円　1泊　17時
～翌8時　10,800円
利用方法：要予約
電話：03-3401-078

ナイター開催時は試
合終了後1時間まで
延長
日祝日は交通規制
有り

歌舞伎町観光バス駐車
場

新宿区歌舞伎町二丁目20
番21号

９台

営業時間：9：00～17：00 年中無休
料金：最初の１時間2,000円、以降30分
1,000円（9：00～17：00）/１泊6,000円
（17：00～9：00）（左記時間帯は入出庫
不可）
利用方法：予約制

平成29年1月10日か
ら3月上旬整備工事
予定、平成29年3月
17日開設予定
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表 都内観光バス駐車場リスト（その３） 

駐車場名 所在地 収容台数 営業時間・料金等 備考

隅田公園自動車駐車場
（中型車・大型車専用）

墨田区向島５丁目６ ５台
営業時間：7：30～18：30
料金：30分　400円

隅田川花火大会開
催時は、利用不可

東京スカイツリー団体バ
ス駐車場

墨田区押上１ -

営業時間：7：30　～　22：00（最終入庫時
間　19：00）
料金：3時間　6,000円（駐車場利用のみ）
利用方法：予約制
電話：03-3626-0634
FAX：03-3626-6341

‐

江戸東京博物館 墨田区横網１ー４ー１ 36台

営業時間：9：30～17：30
料金：2,000円/2時間   以後30分毎に
600円
予約方法：事前予約
電話：03-3626-9974

見学者に限る

（バス対応）青海臨時駐
車場

江東区青海１丁目１ 100台
営業時間：7：00～22：00年中無休
料金：大型バス利用可　当日1回　3,000
円

‐

（バス対応）青海第二臨
時駐車場

江東区青海１丁目１番１６
号

43台

営業時間：年中無休　 平日　 9：00 ～
22：00　　土日祝7：00～　22：00
料金：当日1回　3,000円
※予約不可

‐

（バス対応）青海東臨時
駐車場

江東区青海１丁目２番 61台

営業時間：年中無休
料金： （日中） 9：00 ～　22：00　1時間
1.000円　　最大3,000円　　　　　　　（夜
間）22：00～　　9：00　1時間1,000円
最大5,000円
※予約不可

臨時で閉鎖の場合
あり

日本科学未来館大駐車
場

江東区青海２丁目３番６号 20台

営業時間：9：00　～　21：00
休館日：火曜日・年末年始（12/28～
1/1）
料金：　来館中　3,090円

‐

辰巳の森海浜公園第一
駐車場

江東区辰巳２丁目８番 -
営業時間：9：00～17：30
（12/29～1/3　休止）
料金：１回2,000円

‐

東京ビッグサイト東棟屋
外臨時駐車場

江東区有明３丁目１０－７ -

営業時間： 7：00～23：00　（入庫は18：
00まで）
料金：大型車　30分　500円　一日最大
4,000円
車両制限：長さ6m以上

‐

東京ビッグサイト有明東
臨時駐車場

江東区有明３丁目９ -

営業時間： 8：00～23：00　（入庫は18：
00まで）
料金：大型車　一日一回　4,000円
車両制限：長さ6m以上

‐

東京ビッグサイト東雲臨
時駐車場

江東区東雲２丁目１３ -

営業時間： 8：00～23：00　（入庫は18：
00まで）
料金：大型車　一日一回　4,000円
車両制限：長さ6m以上

‐

木場公園第一駐車場 江東区木場４丁目１番１号 -
営業時間：24時間
料金：120分　2,000円　以後30分　500円

‐

夢の島公園第一駐車場 江東区夢の島２丁目 -
営業時間：24時間
料金：120分　2,000円　以後30分　1,000
円　　9：00～24：00まで4,500円

‐

TOC駐車場
品川区西五反田７丁目２２
－１７

５台
営業時間：9：00～18：00
料金：30分　420円

‐

大井競馬場　第１駐車場 品川区勝島２丁目１ー２ -

利用料金　大型バス5,000円～6,000円
中型バス3,000円～4,000円　マイクロバ
ス2,000円～3,000円
※要予約

大井競馬場本場開
催日のみ利用可能

大井ふ頭中央海浜公園
スポーツの森第一駐車
場

品川区八潮４丁目１ー１９ ６台
営業時間：24時間
料金：１日　2,000円
休業日：12/31～1/1

‐

汐風公園駐車場（北側） 品川区東八潮１ ５台
営業時間：24時間
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

汐風公園駐車場（南側） 品川区東八潮２ ５台
営業時間：24時間
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

船の科学館大駐車場 品川区東八潮３番１号 17台
営業時間：10：00～17：00
料金：施設利用者　1回1,000円　通常
1回3,000円

‐
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表 都内観光バス駐車場リスト（その４） 

駐車場名 所在地 収容台数 営業時間・料金等 備考

駒沢オリンピック公園駐
車場

目黒区東が丘２丁目 30台
営業時間：24時間
料金：120分　2,000円　以後30分　500円

‐

駒沢オリンピック公園　き
りんさんパーキング

世田谷区深沢２−１１ ５台

営業時間： 午前７時から午後１１時まで
【最終入庫：午後８時】
料金：大型車　1時間1,000円(以降30分ご
とに500円)

ゲート式空きがあれ
ば無予約で利用可
能

砧公園駐車場 世田谷区砧公園１丁目１ -
営業時間：24時間
料金：120分　2,000円　以後30分　500円

‐

羽田空港駐車場　（国際
線）

大田区羽田空港２丁目６
－１

６台

営業時間：24時間
料金：入場から7時間まで　30分300円
7時間を超えて24時まで　4,500円　24時
間を超えて72時間まで24時間4200円を
上限に1時間600円

‐

羽田空港駐車場　（国内
線）

大田区羽田空港３丁目３
－２

２台
営業時間：24時間
料金：2時間　1,200円　1日最大 3,000円

‐

羽田空港駐車場　つばさ
パーキング

大田区京浜島２丁目３－１
１

ﾏｲｸﾛ20台

営業時間：24時間
料金：1日（日帰り）　5,000円～　　2日（1
泊2日）　9,000円～　　3日（2泊3日）
13,000円～
※中型・大型バス不可

‐

城南島海浜公園駐車場
第1

大田区城南島４丁目３ -

営業時間： 7：30　～　21：00
利用方法：要予約
料金：平日 1日1回　1,000円　土日祝　1
日1回　2,000円

‐

城南島海浜公園駐車場
第2

大田区城南島４丁目３ -

営業時間： 7：30　～　21：00
利用方法：要予約
料金：平日 1日1回　1,000円　　土日祝
1日1回　2,000円

‐

代々木公園駐車場 渋谷区神園町２丁目 17台
営業時間：24時間
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

恵比寿ガーデンプレイス
駐車場

渋谷区恵比寿４丁目２０番 ４台

営業時間：9：00～18：00
料金：3時間まで5,000円　3時間以上
10,000円
利用方法：事前予約
電話：03-5423-9697
FAX：03-5423-9699

‐

明治神宮
渋谷区代々木神園町１－
１

30台 料金：無料 参拝者に限る

サンシャインシティバス
ターミナル

豊島区東池袋３丁目１番１
号

16台

営業時間： 5：00　～　25：00
料金：30分　900円
利用方法：要予約
ｻﾝｼｬｲﾝ･ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 電話： 03-3989-
3412 （受付時間　9：30～17：30）
車両制限：高さ　3.8ｍまで　幅　2.5ｍまで
長さ　12.0ｍまで

‐

高岩寺裏駐車場
豊島区巣鴨３丁目３５−２
付近

７台

営業時間：6：00～17：00
料金：無料
予約方法：予約不可
電話：03-3917-8221

参拝者に限る

飛鳥山公園駐車場 北区西ヶ原２丁目１５番 ４台
営業時間：8：30～18：30
料金：30分　600円

‐

荒川赤羽緑地駐車場 北区赤羽３丁目先 -

営業時間 4月～9月　5：45-18：15 10月
～3月 6：45～17：15
利用可能日：土曜日、日曜日、祝日(12月
29日から1月3日を除く)料金：大型車　1
回2,000円普通車　1回　500円

‐

光が丘公園駐車場
練馬区光が丘４丁目１番１
号

-
営業時間：24時間
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

石神井公園第一駐車場 練馬区石神井５丁目２０番 -
営業時間：24時間
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

舎人公園駐車場 足立区舎人公園１丁目１ -
営業時間：24時間
料金：120分　1,000円　以後30分　500円
7時間以上24時間　6,000円

‐
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表 都内観光バス駐車場リスト（その５） 

駐車場名 所在地 収容台数 営業時間・料金等 備考

柴又公園駐車場
葛飾区柴又６丁目２４番地
先

７台
営業時間：4～9月
休場日：毎月第3水曜日
料金：1回　2,000円

‐

葛飾にいじゅくみらい公
園運動場北駐車場

葛飾区新宿６丁目３番３０
号

２台
営業時間：24時間
料金：事前予約必要
電話：03-3600-8072　（公園管理棟）

‐

水元公園駐車場 葛飾区水元公園３丁目１ -
営業時間：24時間
料金：120分　1,000円　以後30分　500円

‐

高木屋 葛飾区柴又７ー７ー４ ３台

営業時間：9：00～17：00
料金：無料
予約方法：FAX予約可
電話：03-3657-3136
FAX：03-3657-3138

利用者に限る

葛西臨海公園駐車場 江戸川区臨海町６丁目 18台
営業時間：24時間
料金：120分　1,500円　以後30分　500円

‐

篠崎公園第一駐車場
江戸川区上篠崎１丁目２５
番１号

-
営業時間：24時間
料金：120分　1,500円　以後30分　500円

‐

江戸川区総合文化セン
ター

江戸川区中央４丁目１４番
１号

２台

営業時間：9：00～21：00
利用方法：要予約
電話　03-3652-1111
料金：最初の1時間　600円　以後1時間
毎　300円

‐

高尾山麓駐車場

八王子市南浅川町２６８８
番地外
（高尾山インターチェンジ
高架下）

８台

営業時間：8：00～17：00
料金：30分　350円　入庫後24時間最大
3,500円
※最大料金は1回のみ、以降通常料金の
加算
利用方法：要予約
電話・FAX　042-661-0308

‐

上野町大型観光バス臨
時駐車場

八王子市上野３２ー１
（旧八王子市民会館跡地）

10台

利用者：八王子市内のホテル・旅館宿泊
予定者
利用時間：　午後9時までに入庫
午前7時以降に出庫
料金：1泊　5,000円(税込) ;連泊で日中留
め置きの場合、別途5,000円(税込)
予約方法：宿泊予定のホテル・旅館に申
込み

‐

昭和記念公園駐車場（立
川口）

立川市緑町３１７３ 83台

営業時間：3月～10月　9：30～17：00
11月～2月　9：30～16：30　4月～9月日
祝　9：30～18：00
料金：中型・大型　　1日1,750円

‐

昭和記念公園駐車場（砂
川口）

立川市泉町 10台

営業時間：3月～10月　9：30～17：00
11月～2月　9：30～16：30　　　4月～9月
日祝　9：30～18：00
料金：中型・大型　　1日1,750円

‐

井の頭恩賜公園第二駐
車場

三鷹市下連雀１丁目 12台
営業時間：9：00～19：00
料金：60分　1,200円　以後30分　500円

‐

武蔵野の森公園第二有
料駐車場

三鷹市大沢５丁目７番２号 -
営業時間：24時間
料金：1時間1,000円　　以後30分500円

‐

府中の森駐車場 府中市浅間町１丁目３ -
営業時間：24時間
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

武蔵野の森公園第一有
料駐車場

府中市朝日町３丁目５番１
２号

-
営業時間：24時間
料金：1時間1,000円　　以後30分500円

‐

小金井公園駐車場第一 小金井市関野町２丁目８ 18台
営業時間：24時間
料金：120分　2,000円　以後30分　500円

‐

神代植物公園第一駐車
場

調布市深大寺北町１丁目
４

-

営業時間：24時間
利用方法：事前予約（FAXによる）
電話：0424-88-3234
料金：120分　2,000円　以後30分　500円

‐

野川公園駐車場 調布市野水１丁目 -
営業時間：入庫　7：00～20：00
出庫　24時間可
料金：60分　1,000円　以後30分　500円

‐

住江町駐車場 青梅市住江町５９ ２台

営業時間：9：00～19：00
料金：30分　300円
利用方法：要予約
電話：080-5682-4069 （住江町駐車場管
理事務所）

‐

 

 
出典：（公財）東京都道路整備保全公社及び（一社）東京バス協会データ等に基づき整理 
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